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親
心
あ
ふ
れ
る
親
里

婦
人
会
教
区
主
任

中

西

は
つ
よ

ま
だ
肌
寒
さ
の
残
る
頃
、
教
祖
殿
へ

向
か
い
ま
す
と
、
可
愛
ら
し
い
ピ
ン
ク

の
花
を
付
け
た
紅
梅
が
、
何
と
も
か
ぐ

わ
し
い
香
り
で
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
も
束
の
間
、
お
ぢ
ば
一
帯
は
今
頃
、

多
種
多
様
な
桜
が
次
か
ら
次
へ
と
咲
き

乱
れ
、
ま
さ
に
春
爛
漫
の
風
景
が
広
が
っ

て
い
る
の
を
想
像
す
る
だ
け
で
も
、
な

ん
だ
か
心
が
ウ
キ
ウ
キ
と
春
め
い
て
ま

い
り
ま
す
。

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
東
筋

を
彩
る
早
咲
き
の
熱
海
桜
は
、
教
祖
に

喜
ん
で
い
た
だ
き
た
い
、
帰
参
者
に
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

前
真
柱
様
が
自
ら
の
手
で
植
え
ら
れ
た

も
の
だ
そ
う
で
す
。
近
頃
で
は
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
の
影
響
で
し
ょ
う
か
、
一
般
の

方
々
も
多
く
親
里
の
四
季
折
々
の
風
景

を
求
め
て
、
お
ぢ
ば
を
訪
れ
る
姿
を
よ

く
目
に
い
た
し
ま
す
。

ふ
と
、
教
祖
の
仰
っ
た
「
こ
の
家
へ

や
っ
て
来
る
者
に
、
喜
ば
さ
ず
に
は
一

人
も
か
え
さ
れ
ん
。
親
の
た
あ
に
は
、

世
界
中
の
人
間
は
皆
子
供
で
あ
る
。
」

と
い
う
お
言
葉
が
過
る
と
と
も
に
、
あ

よ
ぎ

ら
た
め
て
、
お
ぢ
ば
は
親
心
溢
れ
る
場

所
だ
と
感
じ
る
次
第
で
す
。

私
た
ち
お
道
の
者
に
と
っ
て
、
親
里

の
風
景
は
見
慣
れ
た
も
の
で
す
が
、
そ

こ
に
立
ち
並
ぶ
お
や
さ
と
や
か
た
や
学

校
、
図
書
館
、
参
考
館
な
ど
の
施
設
は

も
と
よ
り
、
周
辺
に
植
栽
さ
れ
た
木
々

や
花
々
の
す
べ
て
は
、
た
す
け
一
条
に

通
じ
る
も
の
と
し
て
、
人
々
の
心
が
陽

気
ぐ
ら
し
へ
と
向
か
う
よ
う
に
と
、
二

代
真
柱
様
が
万
端
の
準
備
を
整
え
て
造

ら
れ
た
街
並
み
だ
と
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

で
す
か
ら
、
お
道
の
教
え
を
知
ら
な

い
で
あ
ろ
う
人
々
が
、
心
楽
し
く
朗
ら

か
に
天
理
の
街
並
み
を
散
策
さ
れ
て
い

る
姿
を
見
る
と
、
ど
ん
な
中
で
も
そ
の

よ
う
な
心
持
ち
で
歩
め
る
こ
と
こ
そ
が
、

親
神
様
が
私
た
ち
に
お
望
み
く
だ
さ
る

〝
陽
気
遊
山
〟
の
姿
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。今

月
18
日
は
、
教
祖
の
二
百
二
十
五

回
目
の
お
誕
生
日
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

し
て
翌
19
日
は
、
丸
三
年
に
渡
る
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
、
本
部
中
庭
に
お
い
て
、

人
数
制
限
を
設
け
ず
に
第
１
０
５
回
婦

人
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
一
人
で

も
多
く
の
会
員
の
方
々
と
と
も
に
、
お

ぢ
ば
に
帰
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
「
滋
賀
教
区
婦
人
会

成
人
の
つ
ど
い
」
を
各
支
部
ご
と
に

開
催
い
た
し
ま
す
。
教
祖
百
四
十
年
祭

に
向
か
っ
て
、
老
い
も
若
き
も
、
地
域

の
仲
間
と
と
も
に
、
お
た
す
け
の
よ
ろ

こ
び
を
味
わ
え
ま
す
よ
う
、
ひ
な
が
た

を
頼
り
に
、
育
つ
努
力
と
育
て
る
丹
精

に
励
み
、
ご
存
命
の
教
祖
に
ご
安
心
い

た
だ
け
る
よ
う
、
一
手
一
つ
に
喜
び
勇

ん
で
婦
人
会
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

天理教婦人会第105回総会 ４月19日（水）午前10時30分
会場：本部中庭.南・東礼拝場前.西境内地 ※人数制限ありません
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本
部
よ
り
の
連
絡

▽
教
祖
百
四
十
年
祭
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
の
お
知
ら
せ

３
月
24
日
、
教
祖
百
四
十
年
祭
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」
や
お
や
さ
と
諸
行
事
な

ど
の
案
内
が
発
信
さ
れ
ま
す
。

▽
教
会
の
建
物
に
関
す
る
お
は
こ
び
の
基
準
に
つ
い
て

本
年
６
月
の
お
は
こ
び
よ
り
、
教
会
の
建
物
に
関
す
る
お
は
こ
び
の
基
準
に
つ
い

て
は
以
下
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◎
御
目
標
様
の
御
遷
座
を
要
す
る
場
合
は
お
は
こ
び
の
対
象
と
す
る
。
（
従
来
通
り
）

◎
登
記
さ
れ
る
べ
き
建
物
で
、
床
面
積
や
構
造
に
変
更
が
生
じ
る
場
合
は
、
お
は
こ

び
の
対
象
と
す
る
。

◎
次
の
工
事
は
お
は
こ
び
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
届
が
必
要
で
す
。

・
門
や
塀
、
ま
た
は
基
礎
が
な
い
建
物
。

・
壁
床
の
板
張
替
え
や
内
部
改
造
な
ど
、
建
物
の
構
造
変
更
が
生
じ
な
い
場
合
。

・
瓦
か
ら
瓦
へ
の
屋
根
葺
き
替
え
な
ど
、
建
物
の
構
造
変
更
が
生
じ
な
い
場
合
。

※
畳
を
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
に
す
る
。
エ
ア
コ
ン
や
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
設
置
。
便
所

を
和
式
か
ら
洋
式
に
変
更
。
便
器
取
り
換
え
。
木
製
窓
を
サ
ッ
シ
に
取
り
換
え

な
ど
。
機
器
・
建
具
の
設
置
、
変
更
、
取
り
換
え
は
届
け
出
不
要
で
す
。

※
お
は
こ
び
、
届
け
出
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
教
務
課
（0743-63-2154

）
ま
で

▽
「
よ
う
ぼ
く
講
習
会
」
募
集
要
項
発
表

「
よ
う
ぼ
く
講
習
会
」
は
、
よ
う
ぼ
く
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
陽

気
ぐ
ら
し
世
界
実
現
に
向
か
っ
て
、
そ
の
使
命
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
親
里
ぢ
ば
に
お
い
て
を
や
の
思
召
を
学
び
、
自
分
の

役
割
を
再
確
認
し
、
今
後
の
日
常
生
活
に
活
か
す
場
で
す
。

・
対

象

よ
う
ぼ
く
で
、
講
義
や
グ
ル
ー
プ
タ
イ
ム
等
が
受
講
可
能
な
方

・
定

員

５
０
名

・
会

場

お
や
さ
と
や
か
た
東
左
４
棟
・
５
棟

・
開
催
日

１
日
コ
ー
ス
で
二
つ
の
テ
ー
マ
を
月
ご
と
に
交
互
に
開
催

○
テ
ー
マ
「
教
祖
」

６
月
４
日

８
月
20
日

10
月
８
日

12
月
17
日

○
テ
ー
マ
「
親
神
様
の
御
守
護
と
教
え
の
実
践
」

7
月
9
日

９
月
17
日

11
月
19
日

・
受
講
時
間

午
前
９
時
～
午
後
４
時
15
分
頃

・
受
講
御
供

２
０
０
０
円

・
申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
に
て
教
養
室
庶
務
課
に
提
出
。
も
し
く
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
直
接
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
お
問
合
せ
は
、
天
理
教
教
会
本
部

教
養
室
庶
務
課
（0743-63-2109

）
ま
で

教
区
よ
り
の
連
絡

▽
「
産
前
子
育
て
教
室
」
制
度
化
に
向
け
て
国
へ
署
名
提
出
の
お
知
ら
せ

昨
年
、
「
産
前
子
育
て
教
室
」
の
制
度
化
に
向
け
て
、
教
区
管
内
の
皆
様
か
ら
の

千
七
百
筆
余
り
の
署
名
を
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
全
国
で
４
万
１
５
７
筆

の
署
名
が
あ
つ
ま
り
、
先
日
、
こ
ど
も
政
策
担
当
大
臣
小
倉
將
信
氏
の
も
と
に
提
出

し
た
と
の
報
告
と
と
も
に
、
改
め
て
発
起
人
（
一
般
社
団
法
人

青
少

年
養
育
支
援
セ
ン
タ
ー
陽
氣
会
）
よ
り
礼
状
が
届
き
ま
し
た
。
詳
細

は
当
該
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
近
鉄
・
阪
神
団
参
券
取
扱
金
額
改
定
に
つ
い
て

４
月
１
日
よ
り
、
近
鉄
及
び
阪
神
電
鉄
の
運
賃
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴

い
、
団
参
券
も
改
定
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
３
月
中
に
発
券
さ
れ
た
４
月
分
は
改
定

前
の
金
額
と
な
り
ま
す
の
で
、
取
り
扱
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
京
都
か
ら
の
団
参
券

従
来
額
５
８
０
円

改
定
金
額
６
９
０
円

布
教
部

・
・
山
﨑
部
長
・
・

▽
全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
に
つ
い
て

・
「
教
区
・
支
部
情
報
ね
っ
と
」
へ
の
案
内
掲
載
つ
い
て

「
教
区
・
支
部
情
報
ね
っ
と
」
へ
は
、
教
区
ペ
ー
ジ
、
支
部
ペ
ー
ジ
と
も
に
、
基

本
情
報
の
み
本
部
よ
り
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
会
場
ま
で
の

交
通
案
内
や
駐
車
場
情
報
、
持
参
物
品
の
お
願
い
や
雨
天
時
の

対
応
な
ど
、
会
場
独
自
の
案
内
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
各
支
部
で

追
記
し
て
案
内
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
本
部
布
教
二
課
ま
で
、
メ
ー
ル
で
訂
正
の
連

絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
「
教
区
・
支
部
情
報
ね
っ
と
」
の
内
容
も
変
更
さ
れ

ま
す
。
内
容
に
よ
っ
て
は
、
支
部
か
ら
の
追
記
で
フ
ォ
ロ
ー
を
お
願
い
し
ま
す
。

教
会
本
部
布
教
部
布
教
二
課

E-mail
ffu2@tenrikyo.or.jp

・
「
表
統
領
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
に
つ
い
て

年祭特別ＨＰ講習会ＨＰ

子育教室HP情報ねっと
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「
表
統
領
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
会
場
数
配
布
い
た
し
ま
す
。
当
日
、
ひ
の
き
し
ん
の

前
に
代
読
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
写
真
の
提
出
に
つ
い
て

ひ
の
き
し
ん
の
実
施
の
様
子
を
教
区
報
に
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
、
記
録
写
真

を
撮
影
し
、
当
日
中
に
教
区
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
各
支
部
５
枚
程
度
）

・
参
加
カ
ー
ド
に
つ
い
て

受
付
時
に
提
出
さ
れ
た
参
加
カ
ー
ド
は
、
支
部
で
回
収
し
て
名
簿
管
理
担
当
者

に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
よ
う
ぼ
く
名
簿
に
参
加
を
記
録
い
た
し
ま
す
。

・
報
告
書
に
つ
い
て

①

４
月
29
日
実
施
「
支
部
」
報
告
書

４
月
29
日
に
実
施
し
た
全
会
場
分
を
集
計
し
、
支
部
単
位
で
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
布
教
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
入
力
フ
ォ
ー
ム
か
ら
事
務
局
へ
報

告
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
締
切
５
月
15
日
）

②

「
会
場
」
用

記
録
用
紙

会
場
ご
と
に
記
入
し
、
支
部
の
集
計
用
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
教
区

報
の
資
料
と
し
ま
す
の
で
教
区
へ
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
締
切
５
月
15
日
）

③

４
月
29
日
以
外
に
実
施
の
「
支
部
」
報
告
書

４
月
29
日
以
外
に
実
施
し
た
全
会
場
分
を
集
計
し
、
支
部
単
位
で
記
入
し
、
布

教
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
入
力
フ
ォ
ー
ム
か
ら
事
務
局
へ
報
告
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
（
締
切
５
月
15
日
）

▽
滋
賀
教
区
ひ
の
き
し
ん
ス
ク
ー
ル
開
催
の
ご
報
告

３
月
30
日
、
教
区
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
畳
の
表
替
え
講
座
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
会
場
の
琵
琶
分
教
会
で
は
16
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
６
ペ
ー
ジ
に
写
真
ニ
ュ
ー

ス
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
次
号
に
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
布
教
部
例
会
日
の
お
知
ら
せ

・
日

時

４
月
29
日
（
祝
）

午
後
２
時

於
・
教
務
支
庁

社

友

・
・
藤
嵜
代
表
社
友
・
・

▽
新
刊
案
内
（
再
掲
）

「
真
実
の
道
ー
ひ
な
が
た
篇
ー
」
道
友
社
編

５
月
１
日
発
売

定
価
１
３
２
０
円
（
税
込
み
）

読
書
会
定
期
配
本

「
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
５
お
や
さ
と
の
空
色
」
道
友
社
編

４
月
18
日
発
売
予
定

定
価
４
９
５
円
（
税
込
み
）

▽
「
お
や
さ
ま
の
情
景
」
セ
ッ
ト
割
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
再
掲
）

４
月
26
日
ま
で
に
「
お
や
さ
ま
の
情
景
」
と
「
続
お
や
さ
ま
の
情
景
」
を
セ
ッ

ト
で
購
入
す
る
と
１
８
０
０
円
（
１
８
０
円
お
得
）
に
な
り
ま
す

献
血
推
進
委
員
会

・
・
竹
下
委
員
長
・
・

▽
３
月
献
血
実
績
（
２
／
21
～
３
／
20
）

☆
び
わ
こ
草
津
献
血
ル
ー
ム

大

津

１
名

江

西

３
名

★
合

計

江
南
北

３
名

江

東

２
名

成

分

10
名

湖

北

１
名

☆
献
血
セ
ン
タ
ー

江

西

１
名

今
月
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
出
に
く
い
中
、
大
勢
の
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
引
き
続
い
て
の
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

婦
人
会

・
・
中
西
教
区
主
任
・
・

▽
女
子
青
年
例
会
の
お
知
ら
せ

・
日

時

４
月
７
日
（
金
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

於
・
教
務
支
庁

▽
婦
人
会
庁
舎
清
掃
ひ
の
き
し
ん

・
４
月
（
３
月
27
日
）

江

東
支
部

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
５
月
（
期
日
未
定
）

江
東
南
支
部

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

青
年
会

・
・
原
委
員
長
・
・

▽
本
部
「
青
年
会
総
会
」
日
程
の
ご
案
内

本
年
の
青
年
会
総
会
は
11
月
25
日
に
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
例
年
の
10
月
27
日

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
後
日
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

▽
「
外
来
魚
駆
除
ひ
の
き
し
ん
」
開
催
日
の
変
更
の
ご
案
内

・
日

時

５
月
13
日
（
土
）

午
前
８
時
半
受
付

９
時
開
始

※
既
報
の
14
日
か
ら
予
定
変
更
い
た
し
ま
す
。

・
場

所

矢
橋
帰
帆
島
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少
年
会

・
・
大
北
団
長
・
・

▽
「
わ
か
ぎ
の
集
い
」
開
催
の
ご
報
告

去
る
３
月
30
日
、
中
野
大
教
会
を
会
場
に
わ
か
ぎ
の
集
い
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
の
ご
守
護
を
頂
き
、
門
出
式
で
は
３
名
の
中
学
三
年
生
の
門
出
を
お

祝
い
し
、
続
い
て
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
ゲ
ー
ム
な
ど
で
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。
午
後
か
ら
は
ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
を
行
い
、
３
班
に
別
れ
て
１
時
間
ゴ
ミ
拾
い
を
し
、

缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
け
、
拾
っ
て
来
た
数
の
ポ
イ
ン
ト
で
勝
敗
を

決
め
ま
し
た
。

少
年
会
員
は
初
め
こ
そ
初
対
面
で
緊
張
し
た
面
持
ち
で
し
た
が
、
終
わ
る
頃
に
は

仲
良
く
な
り
、
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
の
少
年
ひ
の
き
し
ん
隊
で
再
会
す
る
こ
と
を

約
束
し
て
解
散
し
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
各
会
の
先
生
方
、
ま
た
中
野

大
教
会
の
皆
様
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
尚
、
参
加
人
数
は
左
記
の
通
り
で
す
。

・
少
年
会
員

中
学
生
９
名

小
学
生
以
下
２
名

・
育
成
会
員
12
名

計
23
名

次
ペ
ー
ジ
に
写
真
ニ
ュ
ー
ス
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
少
年
会
例
会
日
の
お
知
ら
せ

・
日

時

４
月
29
日
（
祝
）

午
後
２
時

於
・
教
務
支
庁

道
の
教
職
員
の
集
い

・
・
古
池
代
表
・
・

▽
幹
事
会
の
お
知
ら
せ

・
日

時

５
月
７
日
（
日
）

13
時
～
15
時

於
・
教
務
支
庁

・
内

容

袋
詰
め

総
会
の
準
備

滋
賀
里
親
会

・
・
小
椋
会
長
・
・

▽
発
会
十
周
年
記
念
総
会
開
催
の
お
知
ら
せ

立
教
１
７
６
年
（
平
成
25
年
）
６
月
２
日
に
ご
本
部
福
祉
課
長
臨
席
の
も
と
発
会
し

た
「
天
理
教
滋
賀
里
親
会
」
は
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
賜
り
、
お
陰
様
で
十
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
発
会
十
周
年
の
記
念
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

・
日

時

６
月
13
日
（
火
）

於
・
教
務
支
庁

３
月
２
日
の
朝
刊
に
音
楽
療
法
士
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
西
湖
支
部
の
空
仁
分

教
会
（
西
海
部
属
）
の
岡
本
仁
司
会
長
で
す
。
教
祖
百
四
十
年
祭
に
向
か
う
年
祭
活
動

の
始
ま
っ
た
こ
の
旬
に
、
こ
う
し
た
教
会
長
の
活
動
が
報
道
さ
れ
る
の
は
、
教
友
と
し

て
大
き
な
勇
み
を
い
た
だ
く
朗
報
で
す
。
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
！

複
製

転
載
禁
止

こ
の
記
事
は
京
都
新
聞
社
よ
り
二
次
利
用
の
許
可
を
得
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す

空
仁
分
教
会
長

岡
本
仁
司
さ
ん
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少年会 わかぎの集い

門出式では３名が卒業の祝福を受けました

学生担当委員会(左) ⻘年会(中) 女子⻘年(右) 各会からも門出へのメッセージが送られました

オリエンテーションはゲームでしょ！ ワクワクどきどきが止まりません・・・

ごみ拾いをスポーツ感覚で楽しむ「スポGOMI」 ごみを見つけて楽しいなんて新しい感覚です
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ひのきしんスクール

▲ 開会のあいさつを述べる山﨑布教部⻑

▲ 作業場へは畳を二人一組で運びます

▲ 神殿階下の作業場では、まるでプロの畳職人さんのような作業ぶりの皆さんでした
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Ｊ
Ｒ
能
登
川
駅
よ
り
北
東
へ
約
５
百
メ
ー
ト

ル
の
所
に
近
愛
分
教
会
が
あ
る
。
近
愛
の
道
は
、

明
治
22
年
10
月
吉
岡
栄
蔵
の
入
信
に
始
ま
る
の

で
あ
る
が
、
実
は
こ
れ
よ
り
半
年
前
の
４
月
に
、

実
弟
辰
蔵
が
高
田
彦
兵
衛
よ
り
話
を
聞
い
て
入

信
し
て
い
た
と
い
う
。

栄
蔵
は
、
辰
蔵
の
勧
め
も
あ
っ
て
、
甲
賀
初

代
山
田
太
右
衛
門
や
河
原
町
初
代
深
谷
源
次
郎

に
面
会
を
求
め
、
そ
の
足
で
お
ぢ
ば
に
初
参
拝
。

吉
岡
家
の
い
ん
ね
ん
を
深
く
自
覚
し
て
入
信
を

決
意
し
た
。
明
治
23
年
、
栄
蔵
は
斯
道
会
第
２

４
８
号
北
坂
講
社
を
結
講
す
る
。

き

た

さ

か

裕
福
な
庄
屋
の
出
で
あ
っ
た
が
、
入
信
後
栄

蔵
は
村
の
全
て
の
役
を
辞
し
て
、
辰
蔵
と
と
も

に
に
を
い
が
け
、
お
た
す
け
に
専
念
し
た
。
そ

の
結
果
、
教
線
は
北
坂
（
愛
知
郡
角
井
村
大
字

百
済
寺
の
通
称
）
か
ら
山
間
部
へ
と
伸
び
、
果

く

だ

ら

て
は
鈴
鹿
山
脈
を
越
え
て
岐
阜
県
へ
と
根
を
下

ろ
す
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
愛
知
県
や
三
重
県

へ
と
ま
さ
に
燎
原
の
火
の
如
く
拡
が
っ
た
。
明

治
27
年
４
月
に
は
、
北
坂
講
社
の
教
勢
は
滋
賀
、

三
重
、
岐
阜
、
愛
知
合
わ
せ
て
80
箇
所
有
余
の

結
講
、
信

者
戸
数
二

千
戸
に
及

ん
だ
。

こ
う
し

て
教
会
設

立
の
機
運

盛
り
上
が

り
、
明
治

27
年
５
月

28
日
、
河

原
町
初
代
深
谷
源
次
郎
の
助
言
に
よ
り
、
近
江

国
愛
知
郡
に
所
在
す
る
こ
と
か
ら
、
「
近
愛
」

の
名
称
で
栄
蔵
を
初
代
会
長
と
し
て
支
教
会
の

設
置
を
見
た
。
た
だ
し
こ
の
時
、
部
内
講
社
の

帰
属
を
巡
り
教
会
事
情
が
起
こ
り
、
当
時
の
殆

ど
の
部
内
講
社
を
失
っ
て
、
創
痍
の
船
出
を
し

そ

う

い

た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
、
栄
蔵
が
私
財
を
投

じ
、
翌
28
年
11
月
３
日
神
殿
落
成
奉
告
祭
が
盛

大
に
勤
め
ら
れ
た
が
、
普
請
の
借
財
に
よ
り
疲

弊
し
た
教
会
を
見
る
に
見
か

ね
て
、
兄
会
長
を
助
け
る
べ

く
、
養
子
に
出
て
い
た
塩
谷

辰
蔵
一
家
が
教
会
へ
戻
っ
た
。

し
か
し
、
明
治
31
年
２
月
16

日
栄
蔵
の
妻
さ
と
が
出
直
し
、

追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、

翌
年
４
月
20
日
に
は
、
栄
蔵

ま
で
も
が
38
歳
の
若
さ
で
出

直
し
た
。
こ
う
し
て
、
教
会

は
ま
さ
に
ど
ん
底
の
状
態
が

続
く
。
し
か
し
、
失
意
の
中
、

さ
と
の
身
上
願
に
対
し
て
戴

い
た
お
さ
し
づ
を
頼
り
に
奮

起
し
た
辰
蔵
他
先
人
達
は
、

茨
城
、
宮
崎
、
長
野
と
い
っ
た
遠
隔
地
へ
布
教

に
赴
い
た
（
遠
国
布
教
）
。

明
治
32
年
６
月
19
日
、
栄
蔵
の
嗣
子
道
太
郎

が
10
歳
で
あ
っ
た
た
め
、
塩
谷
辰
蔵
が
二
代
会

長
に
就
任
す
る
。
辰
蔵
は
、
温
か
い
愛
情
と
深

い
思
慮
と
を
も
っ
て
両
親
の
い
な
い
道
太
郎
を

指
導
し
た
と
い
う
。

大
正
10
年
11
月
６
日
、
辰
蔵
の
出
直
し
に
伴

い
、
翌
11
年
３
月
23
日
道
太
郎
が
三
代
会
長
と

な
る
。
時
あ
た
か
も
教
祖
四
十
年
祭
へ
向
け
て
、

教
勢
倍
加
運
動
の
提
唱
が
あ
り
、
全
教
が
興
奮

の
る
つ
ぼ
と
化
し
た
こ
の
時
期
に
、
苦
難
の
時

代
に
培
わ
れ
た
先
達
の
真
実
の
伏
せ
込
み
が
結

実
し
、
４
ヶ
所
だ
っ
た
部
内
が
16
ヶ
所
へ
と
飛

躍
し
た
。

昭
和
２
年
、
帰
参
団
体
列
車
で
賑
わ
っ
た
教

祖
年
祭
の
余
波
か
ら
、
本
教
に
対
し
好
意
的
な

招
致
運
動
が
高
ま
り
、
そ
れ
と
あ
い
ま
っ
て
、

こ
れ
ま
で
能
登
川
駅
か
ら
12

キ
ロ
の
道
の
り
を
徒
歩
で
参

拝
し
て
い
た
部
内
信
者
た
ち

の
便
に
鑑
み
、
教
会
の
移
転

が
提
案
さ
れ
た
。
２
月
27
日

本
部
よ
り
認
可
を
得
、
北
坂

か
ら
能
登
川
へ
の
移
転
作
業

は
、
丸
4
年
。
解
体
、
運
搬
、

組
み
立
て
か
ら
植
木
の
移
植

に
至
る
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
が

ひ
の
き
し
ん
で
行
わ
れ
た
。

ま
だ
ト
ラ
ッ
ク
の
な
か
っ
た

時
代
、
三
里
の
道
を
荷
車
で

引
い
て
い
く
た
め
、
往
復
だ

け
で
丸
一
日
か
か
っ
た
と
い

う
。
こ
う
し
て
、
昭
和
５
年
４
月
21
日
、
神
殿

移
転
建
築
奉
告
祭
が
滞
り
な
く
執
り
行
わ
れ
た
。

戦
中
、
戦
後
の
動
乱
期
を
乗
り
越
え
、
教
祖

七
十
年
祭
の
旬
の
理
を
受
け
て
、
に
わ
か
に
布

教
熱
が
高
ま
り
、
後
継
者
ら
が
単
独
布
教
に
出

た
結
果
、
教
勢
の
更
な
る
伸
展
を
見
る
。
昭
和

35
年
頃
、
道
太
郎

は
、
自
身
の
身
上
か
ら
神

意
を
悟
り
、
教
会
長
を
後
継
者
道
孝
に
譲
る
決

心
を
し
た
。
翌
36
年
３
月
21
日
、
道
孝
が
四
代

会
長
に
就
任
す
る
。
道
太
郎
は
、
昭
和
44
年
１

月
15
日
に
80
歳
で
出
直
す
ま
で
の
41
ヶ
年
の
在

職
期
間
中
、
底
な
し
の
た
ん
の
う
と
親
孝
行
を

金
科
玉
条
と
し
て
通
り
、
就
任
当
初
４
ヶ
所
だ
っ

き
ん
か
ぎ
ょ
く
じ
ょ
う

た
部
内
教
会
は
40
ヶ
所
を
数
え
る
に
至
っ
た
。

平
成
６
年
５
月
28
日
、
近
愛
分
教
会
は
創
立

百
周
年
を
迎
え
た
が
、
そ
の
２
年
後
の
平
成
８

年
、
後
継
者
の
孝
之
が
38
歳
に
な
る
と
、
道
孝

自
身
は
65
歳
で
会
長
職
を
辞
し
て
孝
之
に
譲
っ

た
。
孝
之
は
８
月
26
日
五
代
会
長
を
拝
命
。
こ

れ
は
、
初
代
栄
蔵
が
38
歳
で
出
直
し
た
こ
と
に

関
連
す
る
も
の
ら
し
い
。

孝
之
会
長
曰
く
「
初
代
、
先
人
先
輩
方
の
筆

舌
に
尽
く
せ
ぬ
艱
難
苦
労
の
上
に
現
在
の
近
愛

が
あ
る
。
し
か
し
決
し
て
そ
れ
に
甘
ん
じ
て
い

て
は
い
け
な
い
。
私
た
ち
も
、
先
人
ほ
ど
の
こ

と
は
で
き
な
い
ま
で
も
、
私
た
ち
な
り
に
し
っ

か
り
と
ひ
な
が
た
を
た
ど
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
大
切
。
こ
れ
ま
で
近
愛
の
道
は
布
教
で
伸

び
て
き
た
の
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
布
教
を
常

に
教
会
活
動
の
中
心
に
据
え
て
、
こ
の
三
年
千

日
を
通
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
来
年
は
近
愛

創
立
百
三
十
周
年
記
念
祭
を
迎
え
る
。
教
祖
百

四
十
年

祭
へ
の

目
標
と

し
て
、

お
ぢ
ば

へ
の
伏

せ
込
み

と
と
も

に
、
よ

う
ぼ
く

信
者
一

同
が
、

お
ぢ
ば

へ
の
初
参
拝
者
を
一
人
で
も
多
く
御
守
護
い
た

だ
こ
う
と
申
し
合
わ
せ
て
い
る
」
と
。

教
会
探
訪
ル
ポ

あ
の
街

こ
の
教
会
№102

近
愛
分
教
会
（
甲
賀
・
江
東
支
部
）

き
ん
あ
い

会
長

吉
岡

孝
之

住
所

東
近
江
市
垣
見
町
一
〇
〇
番
地

孝之会長夫妻

ＪＲ能登川駅

●

近愛分教会
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年祭特別ＨＰ

・外村 喜久子氏［高宮 湖北］
とのむら き く こ

８６歳 金湖分教会前会長夫人
き ん こ

３月１５日 出直されました

・山添 八重子氏［日野 江東南］
やまぞえ や え こ

９５歳 布引分教会長
ぬのびき

３月１７日 出直されました

・宮垣 瑛子氏［河原町 大津］
みやがき え い こ

８４歳 滋賀分教会前会長夫人
し が

３月２５日 出直されました

４月 行事予定

／１ 少年会例会 10:00
／２ 主事会、役員会、婦人会例会

「ようぼく一斉活動日」
教区実行委員会 及び 支部担当者会議
災害救援ひのきしん隊会議

／４ 滋賀里親会役員会 10:00
／６ こどもおぢばがえり委員会 10:00
／７ 女子青年例会 10:00
／25 教区長会議（38母屋）16:00
／29 布教部例会 少年会例会 14:00

広報委員会 16:00
未定 庁舎清掃ひのきしん 江東南支部

◇ 閉庁日 14日 18日 23日 25日 26日
◇ 閉庁時間 午後５時 （４月～９月）

（ 連絡先 ☎ 080-8341-1563 鈴木 ）

３月 教区日誌

／１ 庁舎清掃ひのきしん 江南北支部
／２ 主事会、役員会、婦人会例会

「ようぼく一斉活動日」教区巡回 13:00
教会本部布教二課長 冨松基成先生

滋賀里親会役員会
／３ 教会探訪ルポ取材 近愛分教会
／４ 近畿ブロック代表世話人会議 19:00

（ビデオ会議・道の教職員の集い）

／９ 女子青年例会 10:00
／13 滋賀里親会役員会 10:00
／25 教区長会議（教庁）13:00
／27 庁舎清掃ひのきしん 10:00 江東支部
／30 ひのきしんスクール 9:00

併せて布教部例会 （琵琶分教会）

わかぎの集い 10:00 （中野大教会）

／31 広報委員会 啓発委員会 10:00

訃 報

天理教婦人会
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